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安全性の評価のための調査報告書 
－陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸－ 

１．劣化及び損傷の状況 

目視により各部の劣化や風化状況、虫害、雨漏り痕、欠損、亀裂、浮き、剥離等を確

認した。確認した損傷については、その程度を把握するため、損傷の種別に合わせて触

診、打診、貫入点検等を行い、進行状況を確認した。損傷の程度により、以下の３段階

に分けて分類した。

【修理の緊急性判断基準】 
A：現状維持可能 建物の主要部へ影響を及ぼしていない損傷 
B：近い将来に対策が必
要 

現状では特に緊急性はないが、今後放置しておくことで建
物の主要部へ悪影響を及ぼす可能性が高い損傷。また、耐
震性能の観点から補強や取換えが望ましい損傷。 

C：早急に対策が必要 漏水など、建物の主要部へ悪影響を及ぼしている損傷。ま
た、利用者が怪我をする危険性が高い損傷。 

損傷調査結果より、陸奥邸は、比較的良好な状態であるが、北側廻りの土台等に腐朽

が見られるため、部分的な解体を伴う修理が必要と判断される。以下に各部の損傷につ

いて記載する。

① 外部（図 1）

 玄関上部の屋根谷部に瓦のずれが生じており、落下の危険性がある。

 倉庫東面、下屋との取り合い部分の外壁に剥落が生じており、雨水が壁内部に侵入

していると推定される。

 その他、柱や外部から確認できる造作材（下見板・敷居・鴨居・化粧野地板等）に

腐朽・虫害等がみられる。また、基礎や壁の左官仕上に浮きや割れが生じている。

② 内部（図 2）

 便所-3 及び浴室は床板の腐朽が著しく、落下の危険性がある。 
 その他、漆喰壁の剥落や天井等の雨染み跡がみられる。

③ 床下（図 3）

 建物北側の地盤が高いため、床下に雨水が侵入しており、土台に腐朽がみられる。 

 縁-1の南東側で布基礎の沈下が生じており、土台と基礎の間にクサビ（20㎜程度）

を差し込み不陸調整されている。 
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④  小屋裏（図 4） 

 全体的に過去の雨染み跡が多数みられるが、現在は漏水なし。 
 

⑤  建具（図 5） 

 全体的に経年劣化による建付不良や破損がみられる。 
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２．仕上表 
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